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GF活用事例が満載、アイデアの 
宝庫で聞く採用ポイントと改良点 
 株式会社安曇富士さま 

シリコン塗布ロボットとして活躍するXA-DT。

コロコンを用いたスライダー。軽くて強度も高いGFは長い距離にも耐えられます。

左側：製造技術課  マネージャー  鳥羽秀一さま   右側：製造技術課   菅原俊明さま  GFのメリットを工場内のあらゆる 
場面で実感 
 

　北アルプスにそびえる美しい常念岳を望む

緑豊かな地で、長年にわたって電力量計の製

造事業を展開する安曇富士さま。 

　｢私たちの工場は、女性が多く活躍する職

場です。部品のねじ締めやはんだづけ、検品

などあらゆる場面でセル生産台が必要となり

ます。また最近は電子式の電力量計への切り

替え需要が増加しているため、新型が発表さ

れるたびに製造工程に見合ったレイアウトに

変更するなど、かなりの頻度で作業台の組替

えを行っています。GFは精度がきちんと出せ

るため、作業台に適していますね。軽くて組み

立ても簡単ですし、フレームの追加や組み替

えにもすばやく対応できる点に、高い利便性を

感じています｣（製造技術課マネージャー 鳥

羽秀一さま）。 

　以前利用していた他社製品では、ジョイント

にあわせて暗い色目のフレームを使っていた

ため、フロア全体が暗く圧迫感があったとのこ

と。「ＧＦに変えてから、同じフロアでもすっきり

と広く感じられるようになりました。アルミのシ

ルバーは空間になじむため、存在が気になら

ないところがいいですね」（製造技術課 菅原

俊明さま）。 

 

よく使う製品だから、さらなる改良を
求めたい 
 

　鳥羽マネージャーさま、菅原さま共にご自身

で図面を引き、GFの特性をフル活用してさま

ざまな作業改善製品をつくられています。GF

を積極的にご利用いただいているゆえに、こ

んなご意見もいただきました。 

　｢GFをカットするときにバリが内側に入り込

んでしまい、キャップがうまく締まらないことが

あります。また他社製品と比べると、ハンディカ

ッターの切れ味があまりよくないですね。弊社

では現場の状況に合わせて作業者がフレー

ムを自分たちでカットして改善製品をつくって

いるので、カッターの切れ味がもっとよくなれば、

組み立てが簡単なGFは今まで以上に社内で

普及すると思います。現状では他社製品の利

用がまだ多いため、これらと一緒に使えるよう

なジョイントを開発してもらえると大変ありがた

いです｣（菅原さま）。 

　安曇富士さまでは、GFだけでなくデスクトッ

プロボ（XA-DT 3軸タイプ）も4台ご利用いた

だいております。 

　｢プリント基板へのシリコン材塗布作業用に

2台、メーター下のガラス部分につける接着剤

の塗布用とねじ締め機として各1台ずつ使っ

ています。30万円台のロボットということで、価

格が大きな魅力でした。以前使用していた他

社製品はつくりが華奢だったため、少しぶつ

けただけでも軸がぶれてしまうといった問題

が生じていましたが、XA-DTはつくりがしっ

かりしているため、同様の問題は発生してい

ません。速さと正確さが要求されるセル生産

の作業現場で、この価格とつくりなら十分利

用価値がある製品だと思います｣（鳥羽さま）。 

　今回、安曇富士さまにお伺いしました貴重

なご意見を参考に、SUSではGFおよびXA-

DTのさらなる改良と利便性の追求に今後も

力を注いでいきたいと思います。 

 

 

私たちの生活に欠かせない電力の使用量を計量する「電力量計」。富士電機システムズ株式会社の 
グループ会社である安曇富士さまは、現在、電力量計の製造に特化した専門工場として活躍されていら
っしゃいます。今回は、GFの可能性を最大限に生かした作業改善製品の数々をご紹介いただきました。 

GFを用いた昇降機。重い荷物を作業台まで持ち上げる
ために作成されました。

GFを利用したパーティション。

安全対策用の機械カバーもGFで作成。

安曇富士さまでGFが採用されるきっかけとなった引き出し付きの
製品棚。　


